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そのためには･･･
認知症の方の現存する能力を適切に評価することが重要
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令和６年度介護報酬改定におけるLIFEの見直しのポイント
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認知症基本法の目的を達成するために、
認知症の方の現存する機能を適切に評価
することが重要。
介護側では今回の報酬改定で認知機能
の評価尺度が入った。さらに介護施設か
ら医療機関へ送る際の情報提供の項目
にも位置付けられた。
今後は、医療と介護も同じ指標で
認知機能を評価する必要がある。
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認知症施策推進基本計画の概要
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認知症施策推進基本計画に「保健医療サービ
ス及び福祉サービスの提供体制の整備等」と
あるが、現在開催されている「地域医療構想
及び医療計画等に関する検討会」においても
認知症のことがほとんど盛り込まれていない。
医療機関においても認知症の方の理解がまだ
まだ得られていない。
認知症があったとしても、その人らしい生活を
送るためのリハビリを提供できるようにすること
が大事であり、またその方が例え終末期であっ
たとしても、単にベッド上で過ごすのではなく、
都度のＡＣＰを実施し、終末期をいかに過ごす
かを一緒に考えサービスを提供していく必要だ
と考える。
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